
JP 5772955 B2 2015.9.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー端末と無線回線で接続する基地局装置と、前記基地局装置を複数のコアネット
ワークに接続するゲートウェイ装置とを有し、
　前記基地局装置の登録時に、該基地局装置は接続すべきコアネットワークのリスト情報
を前記ゲートウェイ装置に通知し、
　前記ユーザー端末からの発呼時に、前記基地局装置は、基地局装置とゲートウェイが終
端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコル
を用いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネ
ットワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知し、前記ゲートウェイ装置は、通知
された前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザー端末からの制
御メッセージを転送し、
　前記ユーザー端末への着呼時に、前記ゲートウェイ装置は、前記登録時に前記基地局装
置から通知された前記リスト情報に基づいて、前記コアネットワークからのページングを
送信すべき基地局装置を選択する、
通信システム。
【請求項２】
　前記登録時に前記基地局装置は、ＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔメッセージに、前記リスト情報であるＰＬＭＮ　ＩＤのリストをパラメータ
として搭載し、前記ゲートウェイ装置に通知する、請求項１に記載の通信システム。
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【請求項３】
　前記ユーザー端末からの発呼時に、前記基地局装置は、ＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセ
ージに、前記ネットワーク識別情報であるＰＬＭＮ　ＩＤをパラメータとして搭載し、前
記ゲートウェイ装置に通知する、請求項１または２に記載の通信システム。
【請求項４】
　ユーザー端末と無線回線で接続し、ゲートウェイ装置を介して複数のコアネットワーク
に接続する基地局装置であって、
　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理を行い、該処理において、接続すべ
きコアネットワークのリスト情報を前記ゲートウェイ装置に通知する登録部と、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理を行い、該処理において、基地局装置とゲートウェ
イ装置が終端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）
プロトコルを用いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワー
クを示すネットワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知する呼制御部と、
を有する基地局装置。
【請求項５】
　前記登録部は、ＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッ
セージに、前記リスト情報であるＰＬＭＮ　ＩＤのリストをパラメータとして搭載し、前
記ゲートウェイ装置に通知する、請求項４に記載の基地局装置。
【請求項６】
　前記ユーザー端末からの発呼時に、前記呼制御部は、ＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセー
ジに、前記ネットワーク識別情報であるＰＬＭＮ　ＩＤをパラメータとして搭載し、前記
ゲートウェイ装置に通知する、請求項４または５に記載の基地局装置。
【請求項７】
　ユーザー端末と無線回線で接続する基地局装置を複数のコアネットワークに接続するゲ
ートウェイ装置であって、
　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理を行い、前記基地局装置が接続すべ
きコアネットワークのリスト情報を前記基地局装置から受信する登録部と、
　前記登録部が受信した前記リスト情報を保持するデータ管理部と、
　前記ユーザー端末からの発呼および前記ユーザー端末への着呼の処理を行い、前記発呼
の処理において、基地局装置とゲートウェイが終端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮ
ＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用いたメッセージによって、前記ユー
ザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネットワーク識別情報を、前記基地局装置
から受信し、受信した前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザ
ー端末からの制御メッセージを転送し、前記着呼の処理において、前記データ管理部が保
持している前記リスト情報に基づいて、前記コアネットワークからのページングを送信す
べき基地局装置を選択する、呼制御部と、
を有するゲートウェイ装置。
【請求項８】
　ユーザー端末と無線回線で接続し、ゲートウェイ装置を介して複数のコアネットワーク
に接続する基地局装置を制御するための基地局装置制御方法であって、
　当該基地局装置をコアネットワークに登録する処理において、接続すべきコアネットワ
ークのリスト情報を前記ゲートウェイ装置に通知し、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理において、基地局装置とゲートウェイ装置が終端す
るプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用
いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネット
ワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知する、
基地局装置制御方法。
【請求項９】
　ユーザー端末と無線回線で接続する基地局装置を複数のコアネットワークに接続するゲ
ートウェイ装置を制御するためのゲートウェイ装置制御方法であって、
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　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理において、前記基地局装置が接続す
べきコアネットワークのリスト情報を前記基地局装置から受信して保持し、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理において、基地局装置とゲートウェイが終端するプ
ロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用いた
メッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネットワー
ク識別情報を、前記基地局装置から受信し、
　受信した前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザー端末から
の制御メッセージを転送し、
　前記ユーザー端末への着呼の処理において、保持している前記リスト情報に基づいて、
前記コアネットワークからのページングを送信すべき基地局装置を選択する、
ゲートウェイ装置制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フェムト基地局によってユーザー端末と接続する通信システムに関し、特に
、複数の通信事業者のコアネットワークがフェムト基地局を共有する通信システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）では、複数の通信事業者のコアネットワーク（ＣＮ）が無線アクセス
ネットワークを共有するためのＭＯＣＮ（Ｍｕｌｔｉ－Ｏｐｅｒａｔｏｒ　Ｃｏｒｅ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）と呼ばれる技術がある（特許文献１、２参照）。
【０００３】
　ＭＯＣＮにおいて、フェムト基地局（ＨＮＢ：Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）を複数の通信
事業者で共有する場合、ＨＮＢは、ＨＮＢ－ＧＷ（ＨＮＢ－Ｇａｔｅｗａｙ）を介して複
数のＣＮと接続される。そして、ユーザー端末からの発呼時には、ＨＮＢ－ＧＷはユーザ
ー端末からの制御メッセージを適切なＣＮに転送する必要がある。
【０００４】
　また、ＨＮＢ起動時には、上述のようにＨＮＢをＨＮＢ－ＧＷを介して複数のＣＮに接
続する必要がある。そのために、ＨＮＢ起動時には、ＨＮＢを接続すべき複数のＣＮをＨ
ＮＢ－ＧＷに通知する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００８－５３５３４０号公報
【特許文献２】特許第４１０９６９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＭＯＣＮにおいて、ＨＮＢに接続したユーザー端末からの発呼時、制御メッセージはＲ
ＡＮＡＰ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａ
ｒｔ）で転送される。３ＧＰＰ　２５．４２３に規定されているＲＡＮＡＰ　Ｉｎｉｔｉ
ａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅには、Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＰＬＭＮ（ＰｕｂｌｉｃＬａｎｄ
　ＭｏｂｉｌｅＮｅｔｗｏｒｋ）　Ｉｄｅｎｔｉｔｙが含まれており、ユーザー端末が選
択したＣＮを、ＲＡＮＡＰ　Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅにおいて、このＳｅ
ｌｅｃｔｅｄ　ＰＬＭＮ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙで指定することができる。
【０００７】
　そのため、ＨＮＢ－ＧＷは、制御メッセージを転送すべきＣＮを知るために、このＲＡ
ＮＡＰ　Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅをデコードしなければならない。しかし
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ながら、例えば、ＲＡＮＡＰがバージョンアップされ、ｃｒｉｔｉｃａｌｉｔｙ＝ｒｅｊ
ｅｃｔのパラメータが追加された場合、デコーダがその新しいバージョンに対応していな
ければ、Ｅｒｒｏｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎが発生してしまい、ＨＮＢ－ＧＷは制御メッ
セージを適切なＣＮに転送することができなということが起こり得る。
【０００８】
　また、ＨＮＢ－ＧＷの役割を考慮すれば、本来的には、ＨＮＢ－ＧＷがＲＡＮＡＰメッ
セージをデコードしなくて良いようなシステムの機能構成が望ましい。このことは、３Ｇ
ＰＰ　２５．４６８に記載されている以下の文章からも明確である。「Ａｄｄｉｔｉｏｎ
ａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｉｓ　ｐｒｏｖｉｄｅｄ　ｔｏ　ｅｎａｂｌｅ　ｔｈｅ
　ＨＮＢ－ＧＷ　ｔｏ　ｈａｎｄｌｅ　ｔｈｅ　ＲＡＮＡＰ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｗｉｔｈ
ｏｕｔ　ｉｔ　ｂｅｉｎｇ　ｎｅｃｅｓｓａｒｙ　ｔｏ　ｉｎｓｐｅｃｔ　ｔｈｅ　ｃｏ
ｎｔｅｎｔｓ　ａｎｄ　ｔｒｉｇｇｅｒ　ｔｈｅ　ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ　ｏｆ　
ａ　ｎｅｗ　ＵＥ－ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　Ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ＨＮＢ　ａｎｄ　ＨＮＢ－ＧＷ，　ｗｈｉｃｈ　ｉｓ　ｄｉｒｅｃ
ｔｌｙ　ｍａｐｐｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｉｕ　Ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉ
ｏｎ　ｔｈｅ　ＲＡＮＡＰ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｒｅｆｅｒｓ　ｔｏ．」
　また、現行のプロトコルでは、ＨＮＢ起動時にＨＮＢからＨＮＢ－ＧＷに送信されるＨ
ＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｅｓｔにＰＬＭＮ　ＩＤをひとつしか設定で
きない。図１は一般的なＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ
に記載されるパラメータを示す表である。図１には、３ＧＰＰ　２５．４６９　Ｖ９．３
．０に規定されているＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの
パラメータが示されている。これを見て分かるように、ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏ
ｎ　ＲｅｑｕｅｓｔにＰＬＭＮ　ＩＤをひとつしか設定できない。
【０００９】
　そのため、ＨＮＢが接続すべき複数のＣＮのＰＬＭＮ　ＩＤをＨＮＢ－ＧＷに通知する
ことができず、ＨＮＢ－ＧＷはＨＮＢと複数のＣＮを正しく接続することができない。そ
の結果、ＭＯＣＮのＨＮＢに接続されているユーザー端末への着呼時、ＨＮＢ－ＧＷは、
Ｐａｇｉｎｇを転送すべき正しいＨＮＢに転送することができず、正常に着信ができない
という問題が発生する可能性がある。
【００１０】
　本発明の目的は、フェムト基地局を複数の通信事業者のコアネットワークで共有し、ユ
ーザー端末の正常な発着呼を可能にするための技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の通信システムは、ユーザー端末と無線回線で接続
する基地局装置と、前記基地局装置を複数のコアネットワークに接続するゲートウェイ装
置とを有し、
　前記基地局装置の登録時に、該基地局装置は接続すべきコアネットワークのリスト情報
を前記ゲートウェイ装置に通知し、
　前記ユーザー端末からの発呼時に、前記基地局装置は、基地局装置とゲートウェイが終
端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコル
を用いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネ
ットワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知し、前記ゲートウェイ装置は、通知
された前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザー端末からの制
御メッセージを転送し、
　前記ユーザー端末への着呼時に、前記ゲートウェイ装置は、前記登録時に前記基地局装
置から通知された前記リスト情報に基づいて、前記コアネットワークからのページングを
送信すべき基地局装置を選択するものである。
【００１２】
　本発明の基地局装置は、ユーザー端末と無線回線で接続し、ゲートウェイ装置を介して
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複数のコアネットワークに接続する基地局装置であって、
　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理を行い、該処理において、接続すべ
きコアネットワークのリスト情報を前記ゲートウェイ装置に通知する登録部と、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理を行い、該処理において、基地局装置とゲートウェ
イ装置が終端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）
プロトコルを用いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワー
クを示すネットワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知する呼制御部と、を有し
ている。
【００１３】
　本発明のゲートウェイ装置は、ユーザー端末と無線回線で接続する基地局装置を複数の
コアネットワークに接続するゲートウェイ装置であって、
　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理を行い、前記基地局装置が接続すべ
きコアネットワークのリスト情報を前記基地局装置から受信する登録部と、
　前記登録部が受信した前記リスト情報を保持するデータ管理部と、
　前記ユーザー端末からの発呼および前記ユーザー端末への着呼の処理を行い、前記発呼
の処理において、基地局装置とゲートウェイが終端するプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮ
ＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用いたメッセージによって、前記ユー
ザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネットワーク識別情報を、前記基地局装置
から受信し、受信した前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザ
ー端末からの制御メッセージを転送し、前記着呼の処理において、前記データ管理部が保
持している前記リスト情報に基づいて、前記コアネットワークからのページングを送信す
べき基地局装置を選択する、呼制御部と、
を有している。
【００１４】
　本発明の基地局装置制御方法は、ユーザー端末と無線回線で接続し、ゲートウェイ装置
を介して複数のコアネットワークに接続する基地局装置を制御するための基地局装置制御
方法であって、
　当該基地局装置をコアネットワークに登録する処理において、接続すべきコアネットワ
ークのリスト情報を前記ゲートウェイ装置に通知し、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理において、基地局装置とゲートウェイ装置が終端す
るプロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用
いたメッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネット
ワーク識別情報を、前記ゲートウェイ装置に通知するというものである。
【００１５】
　本発明のゲートウェイ装置制御方法は、ユーザー端末と無線回線で接続する基地局装置
を複数のコアネットワークに接続するゲートウェイ装置を制御するためのゲートウェイ装
置制御方法であって、
　前記基地局装置をコアネットワークに登録する処理において、前記基地局装置が接続す
べきコアネットワークのリスト情報を前記基地局装置から受信して保持し、
　前記ユーザー端末からの発呼の処理において、基地局装置とゲートウェイが終端するプ
ロトコルとしてＲＵＡ（ＲＡＮＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）プロトコルを用いた
メッセージによって、前記ユーザー端末と接続すべきコアネットワークを示すネットワー
ク識別情報を、前記基地局装置から受信し、
　受信した前記ネットワーク識別情報が示すコアネットワークに、前記ユーザー端末から
の制御メッセージを転送し、
　前記ユーザー端末への着呼の処理において、保持している前記リスト情報に基づいて、
前記コアネットワークからのページングを送信すべき基地局装置を選択するというもので
ある。
【発明の効果】
【００１６】
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　本発明によれば、基地局装置を複数の通信事業者のコアネットワークで共有する通信シ
ステムにおいてユーザー端末の正常な発着呼が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一般的なＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに記載
されるパラメータを示す表である。
【図２】本実施形態の通信システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態によるＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセー
ジに記載されるパラメータを示す表である。
【図４】一般的なＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに記載されるパラメータを示す表で
ある。
【図５】本実施形態のＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに記載されるパラメータを示す
表である。
【図６】同じページングエリアに複数のＨＮＢが複数ある場合の接続構成例を示す図であ
る。
【図７】ＨＮＢ２００の構成を示すブロック図である。
【図８】ＨＮＢ－ＧＷ３００の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　図２は、本実施形態の通信システムの構成を示すブロック図である。本実施形態の通信
システムはフェムト基地局によるＭＯＣＮが可能なＵＭＴＳシステムである。
【００２０】
　図２を参照すると、ＨＮＢ２００がＨＮＢ－ＧＷ３００を介して複数のＣＮ４００～４
０２に接続されている。ＨＮＢ２００は無線回線で複数のユーザー端末１００～１０２と
接続する。ユーザー端末１００～１０２は携帯電話機やスマートフォン等の無線通信端末
である。ＣＮ４００～４０２はそれぞれ異なる通信事業者１０～３０によって運営される
ネットワークであり、加入しているユーザー端末の呼を接続し、通信を中継する。各ユー
ザー端末１００～１０２はそれぞれ通信事業者１０～３０のサービスに加入しており、そ
れぞれ自装置が加入している通信事業者１０～３０のＣＮ４００～４０２に接続する。
【００２１】
　ＨＮＢ２００はユーザー端末１００～１０２と無線回線で接続するフェムトセルの基地
局装置であり、通信事業者１０、２０、３０に共有されている。ＨＮＢ２００は、例えば
起動時などの登録時に、自装置が接続すべきＣＮのリスト情報をＨＮＢ－ＧＷ３００に通
知する。このリスト情報には、複数のＣＮのネットワーク識別情報を含めることができる
。本実施形態の例では、リスト情報には、ＣＮ４００～４０２のネットワーク識別情報が
含まれる。これにより、ユーザー端末１００～１０２は、ＨＮＢ２００を介して、自装置
が加入しているＣＮ４００～４０２に接続することが可能となる。
【００２２】
　より具体的には、本実施形態では３ＧＰＰの２５．４６９　Ｖ９．３．０で定義されて
いるＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの規定
が変更されており、ＨＮＢ２００は、そのＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏ
ｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに、リスト情報である複数のＰＬＭＮ　ＩＤのリストをパ
ラメータとして搭載し、ＨＮＢ－ＧＷ３００に通知することができる。
【００２３】
　図３は、本実施形態によるＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセ
ージに記載されるパラメータを示す表である。本実施形態による図３の表を図１の表と比
較すると、図３にはＰＬＭＮ－ＩＤ　Ｌｉｓｔというパラメータが追加されている。本パ
ラメータには、最大でＰＬＭＮの最大数となる個数のＰＬＭＮ　ＩＤのリストが記載され
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うる。
【００２４】
　また、ＨＮＢ２００は、いずれかのユーザー端末からの発呼時に、ＨＮＢとＨＮＢ－Ｇ
Ｗが終端するプロトコルのメッセージによって、そのユーザー端末と接続すべきＣＮを示
すネットワーク識別情報を、ＨＮＢ－ＧＷ３００に通知する。本実施形態では、例えば、
ユーザー端末１００はＣＮ４００に加入しているので、ユーザー端末１００からの発呼時
には、ＨＮＢ２００は、ユーザー端末１００と接続すべきＣＮ４００のネットワーク識別
情報をＨＮＢ－ＧＷ３００に通知する。
【００２５】
　より具体的には、本実施形態では３ＧＰＰの２５．４６８　Ｖ９．３．０で定義されて
いるＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージの規定が変更されており、ＨＮＢ２００は、ＲＵ
Ａ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに、ＣＮのネットワーク識別情報であるＰＬＭＮ　ＩＤを
パラメータとして搭載し、ＨＮＢ－ＧＷ３００に通知することができる。ＲＵＡ（ＲＡＮ
ＡＰ　Ｕｓｅｒ　Ａｄａｐｔｉｏｎ）は、ＨＮＢとＨＮＢ－ＧＷが終端するプロトコルで
ある。
【００２６】
　図４は一般的なＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに記載されるパラメータを示す表で
ある。図５は、本実施形態のＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに記載されるパラメータ
を示す表である。
【００２７】
　図４には、３ＧＰＰ　２５．４６８　Ｖ９．３．０に規定されているＲＵＡ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔメッセージのパラメータが示されている。これを見て分かるように、ＲＵＡ　Ｃｏ
ｎｎｅｃｔメッセージには、ユーザー端末が接続するＣＮを示すＰＬＭＮ　ＩＤを設定す
ることができない。
【００２８】
　一方、図５には、ＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに設定できるパラメータとしてＳ
ｅｌｅｃｔｅｄ　ＰＬＭＮ　ｉｄｅｎｔｉｙが追加されている。ＨＮＢ２００は、ユーザ
ー端末１００と接続すべきＣＮを示すＰＬＭＮ　ＩＤを、このＳｅｌｅｃｔｅｄ　ＰＬＭ
Ｎ　ｉｄｅｎｔｉｙに設定し、ＨＮＢ－ＧＷ３００に通知することができる。
【００２９】
　ＨＮＢ－ＧＷ３００はＨＮＢ２００を複数のＣＮ４００～４０２に接続するゲートウェ
イ装置であり、複数の通信事業者１０、２０、３０に共有されている。
【００３０】
　ＨＮＢ２００の登録時に、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＨＮＢ２００が接続すべきＣＮのリ
スト情報をＨＮＢ２００から受信する。ＨＮＢ－ＧＷ３００は、リスト情報を受信すると
、ＨＮＢ２００が属すべき各ＣＮにおけるページングエリアをリスト情報に含め、そのリ
スト情報を保持する。
【００３１】
　ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ユーザー端末からの発呼時に、ＨＮＢ２００から通知されたネ
ットワーク識別情報が示すＣＮに、そのユーザー端末からの制御メッセージを転送する。
例えば、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ユーザー端末１００からの発呼時にＨＮＢ２００から通
知されたネットワーク識別情報がＣＮ４００を示すものであれば、ユーザー端末１００か
らの制御メッセージをＣＮ４００に転送する。これにより、ユーザー端末１００からの制
御メッセージを、ユーザー端末１００が加入しているＣＮ４００に送達することが可能と
なる。
【００３２】
　また、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、いずれかのユーザー端末への着呼時に、保持しているリ
スト情報に基づいて、ＣＮからのページングを送信すべきＨＮＢを選択する。ここでは、
ユーザー端末１００がＨＮＢ２００に在圏しており、ＣＮ４００からユーザー端末１００
への着呼があったとする。その場合、その場合、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＣＮ４００から
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のページングを、ＨＮＢ２００を含むページングエリアに属する基地局装置に送信する。
【００３３】
　図２には、１つのＨＮＢ２００しか示されていないが、実際の通信システムには複数の
基地局装置が存在する。ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＣＮ４００からユーザー端末１００への
着呼メッセージを受信すると、そのページングエリアに属する基地局装置にだけページン
グを送信する。
【００３４】
　図６は、同じページングエリアに複数のＨＮＢが複数ある場合の接続構成例を示す図で
ある。図６には複数のＨＮＢ２００、２１０、２２０、２３０、２４０が示されている。
図中の各ＨＮＢ２００～２４０には、それぞれのＨＮＢが接続されているＣＮのＰＬＭＮ
　ＩＤが記載されている。例えば、ＨＮＢ２００は、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝１０のＣＮ４００
と、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝２０のＣＮ４０１に接続されている。また、ＨＮＢ２１０は、ＰＬ
ＭＮ　ＩＤ＝２０のＣＮ４０１と、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝３０のＣＮ４０２に接続されている
。ＨＮＢ２２０は、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝１０のＣＮ４００と、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝３０のＣＮ
４０２に接続されている。ＨＮＢ２３０は、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝１０のＣＮ４００に接続さ
れている。ＨＮＢ２４０は、ＰＬＭＮ　ＩＤ＝２０のＣＮ４０１に接続されている。なお
、ここでは説明を簡単にするため、登場するＨＮＢが異なるページングエリアに属してい
ることは無いものとする。
【００３５】
　図６の接続構成において、例えばＣＮ４００からユーザー端末１００に着呼があると、
ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＣＮ４００（ＰＬＭＮ　ＩＤ＝１０）に接続されているＨＮＢ２
００、２２０、２３０にページングを送信することとなる。また、例えばＣＮ４０１から
ユーザー端末１０１に着呼があると、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＣＮ４０１（ＰＬＭＮ　Ｉ
Ｄ＝２０）に接続されているＨＮＢ２００、２１０、２４０にページングを送信すること
となる。
【００３６】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、ＨＮＢ２００の登録時に、接続すべきＣ
Ｎのリスト情報をＨＮＢ－ＧＷ３００に通知し、ユーザー端末への着呼時に、ＨＮＢ－Ｇ
Ｗ３００が、リスト情報に基づいてページングを送信すべきＨＮＢ２００を選択する。ま
た、ユーザー端末からの発呼時に、ＨＮＢ２００がユーザー端末と接続すべきＣＮのネッ
トワーク識別情報をＨＮＢ－ＧＷ３００に通知し、ＨＮＢ－ＧＷ３００が、そのネットワ
ーク識別情報が示すコアネットワークにユーザー端末からの制御メッセージを転送する。
そのため、ＨＮＢを複数のＣＮで共有するシステム構成においてユーザー端末の正常な発
着呼が可能となる。
【００３７】
　図７は、ＨＮＢ２００の構成を示すブロック図である。図７を参照すると、ＨＮＢ２０
０は登録部２０１と呼制御部２０２を有している。
【００３８】
　ＨＮＢ２００は、上述のように、ユーザー端末１００～１０２と無線回線で接続し、Ｈ
ＮＢ－ＧＷ３００を介して複数のＣＮ４００～４０２に接続する基地局装置である。
【００３９】
　登録部２０１は、ＨＮＢ２００をＣＮに登録する処理を行い、その処理において、接続
すべきＣＮのリスト情報をＨＮＢ－ＧＷ３００に通知する。
【００４０】
　呼制御部２０２は、ユーザー端末の発着呼の処理を行い、発呼の処理において、ＨＮＢ
２００とＨＮＢ－ＧＷ３００が終端するプロトコルのメッセージによって、ユーザー端末
と接続すべきＣＮを示すネットワーク識別情報を、ＨＮＢ－ＧＷ３００に通知する。
【００４１】
　図８は、ＨＮＢ－ＧＷ３００の構成を示すブロック図である。図８を参照すると、ＨＮ
Ｂ－ＧＷ３００は、登録部３０１、データ管理部３０２、および呼制御部３０３を有して
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いる。
【００４２】
　ＨＮＢ－ＧＷ３００は、上述のように、ユーザー端末１００～１０２と無線回線で接続
するＨＮＢ２００を複数のＣＮ４００～４０２に接続するゲートウェイ装置である。
【００４３】
　登録部３０１は、ＨＮＢ２００をＣＮ４００～４０２に登録する処理を行い、その際、
ＨＮＢ２００が接続すべきＣＮ４００～４０２のリスト情報をＨＮＢ２００から受信する
。
【００４４】
　データ管理部３０２は、登録部３０１が受信したリスト情報を保持する。具体的には、
データ管理部３０２は、ＣＮとＰＬＭＮ　ＩＤの対応関係の情報と、ＨＮＢとそれに接続
されたＣＮとの対応関係の情報と、ＨＮＢに在圏しているユーザー端末の情報を保持し、
管理する。登録部３０１が受信したリスト情報は、ＨＮＢとそれに接続されたＣＮとの対
応関係の情報として保持される。
【００４５】
　呼制御部３０３は、ユーザー端末１００～１０２からの発呼およびユーザー端末１００
～１０２への着呼の処理を行う。その際、呼制御部３０３は、発呼の処理において、ＨＮ
ＢとＨＮＢ－ＧＷが終端するプロトコルのメッセージによって、ユーザー端末と接続すべ
きＣＮを示すネットワーク識別情報を、ＨＮＢ２００から受信し、そのネットワーク識別
情報が示すＣＮに、ユーザー端末からの制御メッセージを転送する。また、呼制御部３０
３は、着呼の処理において、データ管理部３０２が保持しているリスト情報に基づいて、
ＣＮからのページングを送信すべきＨＮＢ２００を選択する。
【００４６】
　次に、本実施形態の発呼時の手順について説明する。ここでは一例としてユーザー端末
１００からの発呼について説明する。
【００４７】
　ステップ１－１．　ＨＮＢ２００は、接続している複数の通信事業者のＰＬＭＮ　ＩＤ
のリストを、３ＧＰＰのＴＳ２５．３３１に従ってＳＩＢ１８（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　１８）で、ユーザー端末１００～１０２に無線回線で報知
する。
【００４８】
　ステップ１－２．　ユーザー端末１００は、報知されたＰＬＭＮ　ＩＤのリストの中か
ら自装置が加入している通信事業者１０のＰＬＭＮ　ＩＤを選択し、ＨＮＢ２００との間
でＲＲＣコネクションを確立する。
【００４９】
　ステップ１－３．　ＨＮＢ２００はユーザー端末１００から受信したＲＲＣメッセージ
に含まれる通信事業者１０のＰＬＭＮ　ＩＤをＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージに設定
し、ＨＮＢ－ＧＷ３００に送信する。
【００５０】
　ステップ１－４．　ＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔメッセージを受信したＨＮＢ－ＧＷ３００
の呼制御部３０３は、そのＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔに含まれるＰＬＭＮ　ＩＤを取得し、
そのＰＬＭＮ　ＩＤに対応するＣＮ４００についての情報をデータ管理部３０２から取得
する。
【００５１】
　ステップ１－５．　ＨＮＢ－ＧＷ３００の呼制御部３０３は、そのＣＮ４００に対して
、ＲＡＮＡＰ　Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅメッセージを転送する。
【００５２】
　このように、ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＲＡＮＡＰメッセージをデコードすることなく、
ＲＡＮＡＰ　Ｉｎｉｔｉａｌ　ＵＥ　Ｍｅｓｓａｇｅを、その適切な送信先であるＣＮ４
００にルーチングすることができる。
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【００５３】
　次に、本実施形態のＨＮＢ登録（ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）時の手順につい
て説明する。
【００５４】
　ステップ２－１．　ＨＮＢ２００が起動されると、ＨＮＢ２００はＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ
　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＨＮＢ－ＧＷ３００に対して送信する
。この際、ＨＮＢ２００は、そのメッセージに、ＨＮＢ２００が接続すべき通信事業者１
０、２０、３０のＰＬＭＮ　ＩＤのリストを設定する。
【００５５】
　ステップ２－２．　ＨＮＢＡＰ　ＨＮＢ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセー
ジを受信したＨＮＢ－ＧＷ３００の登録部３０１は、ＨＮＢ２００を示す情報と通知され
たＰＬＭＮ　ＩＤのリストとをデータ管理部３０２に渡す。
【００５６】
　ステップ２－３．　ＨＮＢ－ＧＷ３００のデータ管理部３０２は、登録部３０１からの
渡された情報を保存する。
【００５７】
　次に、本実施形態のページング受信時の手順について説明する。ここでは通信システム
は図６の接続構成となっているものとする。
【００５８】
　ステップ３－１．　ＨＮＢ－ＧＷ３００がＣＮ４００からＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメ
ッセージを受信する。
【００５９】
　ステップ３－２．　ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージを受信したＨＮＢ－ＧＷ３０
０の呼制御部３０３は、ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージに含まれる情報をデータ管
理部３０２に渡す。データ管理部３０２に保存されている情報においては、ＣＮ４００（
ＰＬＭＮ　ＩＤ＝１０）はＨＮＢ２００、２２０、２３０と接続されているので、データ
管理部３０２から呼制御部３０３に、ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージの送信先とな
るＨＮＢ２００、ＨＮＢ２２０、ＨＮＢ２３０を示す情報が返却される。
【００６０】
　ステップ３－３．　ＨＮＢ－ＧＷ３００はＨＮＢ２００、ＨＮＢ２２０、ＨＮＢ２３０
にＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージを搭載したＲＵＡ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｌｅｓ
ｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒを送信する。
【００６１】
　次に、上記ステップ３－２において、ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージの送信先と
なるＨＮＢを検索する手順について説明する。
【００６２】
　ステップ４－１．　ＨＮＢ－ＧＷ３００はデータ管理部３０２にユーザー端末１００の
在圏情報があるか否か判定し、ある場合には、そのユーザー端末１００が在圏しているＨ
ＮＢの情報を抽出する。その際、ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージに含まれるＩｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ（ＩＭ
ＳＩ）が登録されているか否かで、ユーザー端末１００の在圏情報があるか否かを判定で
きる。
【００６３】
　ステップ４－２．　データ管理部３０２にユーザー端末１００の在圏情報がない場合、
ＨＮＢ－ＧＷ３００は、ＲＡＮＡＰ　Ｐａｇｉｎｇメッセージに設定されているＰａｇｉ
ｎｇ　Ａｒｅａ　ＩＤを抽出する。そして、そのＰａｇｉｎｇ　Ａｒｅａ　ＩＤに含まれ
ているＰＬＭＮ　ＩＤと、属するページングエリアの情報（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ
　ＣｏｄｅもしくはＲｏｕｔｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｃｏｄｅ）が一致するＨＮＢを抽出する
。
【００６４】
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　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されもの
ではない。本発明の構成や詳細には、本発明の範囲内で当業者が理解し得る様々な変更を
することができる。
【００６５】
　本出願は、２０１１年６月２３日に出願された日本出願特願２０１１－１３９５１１を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
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